
 

 

令和５年３月２２日 

 

各報道機関  御中 

 

                            宮崎大学企画総務部   

総務広報課長  

 

令和５年度より看護師特定行為研修センターを設置し、特定行為研修を開始します！ 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃から本学の教育・研究・社会貢献活動についてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

宮崎大学医学部附属病院（以下、当院）では、令和５年２月２２日付けで厚生労働省から看護師特定行為

研修の指定研修機関として指定を受け、令和５年度より看護師特定行為研修を開始します。研修は「外科術

後病棟管理領域パッケージ」です。 

この特定行為研修を修了した「特定行為看護師」は、医師又は歯科医師の包括的指示のもとで、手順書に

基づいて一定の診療の補助を「特定行為」として行うことができます。 

令和２年度まで宮崎県内には看護師特定行為の研修施設は開設されていませんでしたが、令和３年度に２

次医療施設が、「呼吸器関連」、「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連」の特定行為区分の研修を開始しま

した。超高齢化が進む過疎地型医療提供を行っている本県において、特定機能病院である当院は、高度急性

期、急性期医療の質向上を目指し、看護師の専門性強化、臨床判断能力の向上、さらに地域包括ケアシステ

ム推進のため、宮崎県からの開設要望や医師業務のタスク・シフト／シェアの推進の機運ならびに病院理念

である「地域貢献」の点から開始を決定しました。 

ついては、本件に関して取材していただきたく、令和５年４月に予定している開所式・開講式とともに下

記のとおりご案内いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染防止のため、取材にお越しいただく場合は、下記の注意事項を遵守いただ

きますよう、よろしくお願いします。 

                                             敬具 

 

 

1． 看護師特定行為研修の教育理念 

宮崎大学、医学部、看護部の教育理念に基づき、看護師特定行為研修（以下、「特定行為研修」とする）

を通して、地域医療の質向上に貢献できる豊かな人間性と倫理観、看護専門職者として高度な臨床実践能力

を有する看護師を育成する。 

 

2．研修の目的 

本特定行為研修の教育理念に基づき、外科術後管理における特定行為を実施できる看護師を養成する。研

修を修了した看護師が、患者及び国民、そして医師・歯科医師やその他の医療関係者から期待される役割を

十分に担うために、急性期医療や在宅医療の現場において高度な臨床実践能力を発揮できる人材となり地域

医療に貢献することを目的とする。 

 

 

 

報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 



 

記 

 

【看護師特定行為研修センター開所式・令和５年度看護師特定行為研修開講式】 

 １．日 時  令和５年４月６日（木）１０：３０～ 

 ２．場 所  開所式：多目的型トリアージ棟１階 入口 

開講式：多目的型トリアージスペース棟２階 看護師特定行為研修センター 

  

  ※開所式・開講式当日は１０：１５までに多目的型トリアージスペース棟１階へ集合願います。 

本学担当者の指示で誘導を行います。 

   参加者はマスクを必ず着用してください。 

   会場へは、入口に設置してあるアルコール消毒液で手指衛生を行っていただきます。 

   なお、当日風邪症状等の体調不良がある場合は参加をご遠慮願います。 

参加機関名・氏名の確認のため、名刺をご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【多目的型トリアージスペース棟のご案内】 １階に売店がある建物です。立体駐車場側が建物入口です。 

① 問い合せ先 

宮崎大学医学部総務課 瀬口 

TEL：0985-85-9007 FAX：0985-85-3101 

② 発信元 

宮崎大学企画総務部総務広報課広報係 

TEL：0985-58-7114  FAX：0985-58-2818 


